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吐魯番出土文物研究会会報
9 1年8月1日

吐魯番出土文物研究会

第66号
大会特集

li第5回吐魯番出土文物研究会大会のご案内|
本年も下記の要領で、吐魯番出土文物研究会の第5回大会を開催致すことになりました。本年は、

会員のひとりで、本会の事務局を担当されている荒川正晴氏が調査のため先月中旬から今月下旬まで

中国の新彊維吾爾自治区に滞在中で、大会には参加できません。また今夏は龍谷大学大宮図書館の龍

谷蔵が薫蒸の時期と重なるため、大谷文書の閲覧はできなくなりました。したがって研究発表を中心

としたスケジュールになるとおもいます。

【記】

期間 :8月21日(水)""' 8月23日(金)/2泊3日

会場:興正会館/京都市下京区七条通堀川上ル・ 8015(361) 1666. 

FAX 0 1 5 (3 4 3) 2 1 2 4 

集 合 :8月21日午後5時・興正会館(なお興正会館のチェック・インは午後4時で、夕食前に

日程の最終打合わせを行ないます)

題目:

李柏文書の基礎的観察と諸問題
片山章雄

唐代の折衝府の等級と
西州の折衝府に関する覚書
一編纂史料と出土文書の相互補完を求めて一 白須浄員

高昌田租試論
一二系列の田租を論じて土地制度に及ぶー 闘尾史郎

麹氏高目国時代の
寺院経済文書について

町田隆吉

(以上)
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13本会受贈図書雑誌一覧 (1990ト 1991.7) 
O小田義久氏(龍谷大学文学部)
*龍谷大学仏教文化研究所編・小田義久責任編集『大谷文書集成』第或京都法蔵館・龍

谷大学善本叢書10、1990年3月

O栄新江氏(北京大学中国中古史研究中心)
*中国敦短吐魯番学会秘書処編『中国敦僅吐魯番学会研究通訊.s1989年第 1期(総第16期)

""1990年第 1期(総第18期)

(なお目次については、本誌第52号をご参照下さい)

(以上)

13会員の研究成果(19い 1991.7) 

O荒川正晴
* rスタイン将来「蒲昌群文書Jの検討-Ast.ill. 3. 07.08.037号文書の分析を中心にーJ
『西北史地.s1990年第2期 1990年6月 23""44 

* r【研究会活動紹介】吐魯番出土文物研究会活動報告一附. Ii'吐魯番出土文物研究会会報』
(第1号~第50号)総目次-J Ii'唐代史研究会会報』第4号 1991年7月 29""33 

0片山章雄
* (井ノ口泰淳・原田武子と共著) r大谷光瑞をめぐる 11のエピソードJIi'太陽』第29巻
第6号 1991年6月 79""91

0白須浄員
O閥尾史郎
* rトゥルファン出土高目国税制関係文書の基礎的研究一様記文書の古文書学的分析を中心
として-J (三) Ii'人文科学研究.s (新潟大学人文学部)第78輯 1990年12月 151""179

* r r田畝作人文書J小考ートゥルファン出土高昌国身分制関係文書研究序説ーJ(上) Ii'新
潟史学』第26号 1991年5月 59""72 

* r r建平」の結末一『吐魯番出土文書』割記(四)一J (補遺) Ii'新潟史学』第25号 19 
90年10月 49""60

* r r章和五 (535)年取牛羊供記帳」の正体ー『吐魯番出土文書』割記(七)ーJ (IV) 
『史信.s (新潟大学閥尾ゼミ)第16号 1990年8月 2""4 

*陳園燦著「長安、洛陽よりトゥルファンに将来された唐代文書についてJIi'東洋学報』第
72巻第3・4号 1991年3月 65""93 

* r批評と紹介:周偉洲著『南諒与西秦.sJ Ii'東洋学報』第72巻第3・4号(向上) 133"" 
139 

* r (甘粛省文物展二題)図録の錯誤についてJIi'史信』第18号 1990年12月 2 
0町田隆吉
* r吐魯番出土文書に見える仏教寺院名についてー吐魯番出土文書研究ノート(1 )ーJIi'研
究紀要.s (東京学芸大学附属高等学校大泉校舎)第15集 1990年11月 27""42 

* r (シルクロード)オアシス都市トルファンJIi'ウータン』第 106号 1991年5月 78"" 
85 

(以上)
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ま『吐魯番出土文物研究会会報.!I (第43号~第66号・別冊)総目次

0第43号.1990年8月15日発行
*閥尾史郎「吐魯番文書にみえる四・五世紀の元号再論ー侯燦「晋至北朝前期高目奉行年号

証補」を読む一J (下・完)

O第44号. 1990年9月1日発行
*闘尾史郎「高昌文書にみえる官印についてー『吐魯番出土文書』割記(九)ーJ (皿・完)
*片山章雄編「渡遺哲信関係文献目録」

* r【新刊】『吐魯番出土文書』第九冊(北京文物出版社、 1990年)J 
*闘尾史郎「【覚書】 「班示」という様式の高昌文書についてJ
0第45号(特集・新著紹介皿). 1990年9月15日発行
* 1988年中文論著紹介・皿
陳圃燦「対高昌国某寺全年月用帳的計量分析一兼析高自国的租税制度一J/朱雷「敦埋
蔵経洞所出両種麹氏高白人写経題記蹴J/張贋達「唐減高昌国後的西州形勢J/程喜霧
「蜂鋪考J/程喜霧 r(唐開元二十一年 (133)西州都督府勘給過所案巻》考釈一兼
論請過所程序与勘験過所一J (下篇)/楊際平「唐代西州欠回、退団、給田諸文書非均

田説ー兼与日本学者西村元佑、西嶋定生先生商権一J

O第46号(特集・第4回大会). 1990年10月l日発行
*活動記録

*発表要旨

荒川正晴 r1世紀の史料にみえる部落馬と烏酪子J/片山章雄「渡蓮哲信の中央アジア
探検、将来品J/白須挿翼「新彊維吾爾自治区における唐代の城郭都市遺跡について一
近十年における調査報告の紹介を中心としてーJ/闘尾史郎 rr延書元 (624)年六
月勾遠行馬慣銭勅符Jをめぐる諸問題J/町田隆吉「麹氏高昌国時代寺院僧尼土地関係
文書瞥見」

* r【紹介】《西域史論叢》編輯組編『西域史論叢』第三輯(烏魯木斉新彊人民出版社、
1990年)J 

* r“中国吐魯番学学会"結成さる!!J
*闘尾史郎 rrトゥルファン出土唐代税布墨書銘集成(稿)J補遺J
O第47号(特集・吐魯番の歴史と文化皿). 1990年10月15日発行
*祭新江著/青木 茂・闇尾史郎訳注「吐魯番の歴史と文化J (皿)

*閥尾史郎 rr吐魯番文書にみえる四・五世紀の元号再論」の附記』
O第48号(特集・吐魯番の歴史と文化IV) • 1990年11月1日発行
*祭新証著/青木 茂・閥尾史郎訳注「吐魯番の歴史と文化J (IV) 
O第49号.1990年11月15日発行
*闘尾史郎「高島文書中の「剤」字について一『吐魯番出土文書』剖記(八)ーJ (再補)
*片山章雄「渡遁哲信略伝(稿)J 

* r【紹介】馬羅『西域史地文物叢考.!I (北京文物出版社、 1990年)/侯燦『高目楼蘭研
究論集.D (烏魯木斉新彊人民出版社、 1990年)J 

* r【案内】大英博物館一芸術と人間一展J
O第50号(陳圃燦先生来日号). 1990年12月1日発行
*座談会の記録

*陳圃燦先生略歴

qa 



*陳圃燦先生主要著作目録

*荒川正晴「古書展に出品された北館文書についてJ
* r【紹介】許海生主編『新彊古代民族文化論集.D (烏魯木斉新彊大学出版社、 1990年)J 
O別冊(第1号~第50号総目次). 1990年12月1日発行
*内容別総目次

* r本誌への投稿についてj
O第51号(特集・文書閲覧). 1990年12月15日発行
*大谷文書閲覧記録(大谷1306.1307.1448.1449.1452"-'1457. 1459.1461"-'1463.1465.1467. 

1470.1502.2406.2937) 

* r【案内】 (現代書道二十人展第三五回記念)トゥルファン古写本展J
O第52号(祭新江先生来日号). 1991年1月1日発行
*祭新江先生略歴

*築新証先生著作目録

*吐魯番出土文物研究会編 rIi'中国敦煙吐魯番学会研究通訊』総目次J (II) 
*闘尾史郎「【覚書】武威出土の前涼木摘について」

0第53号(特集・墳墓整理). 1991年1月15日発行
*荒川正晴編「阿斯塔那・恰投和卓古墳群墳墓一覧補訂J

O第54号(特集・論著目録稿). 1991年2月1日発行
*闇尾史郎編「吐魯番出土文物関係論著目録(稿)-1 988年・中文篇-J

* r【案内】ドイツ・トゥルファン探検隊西域美術展」
* r【紹介】 《北朝研究》編輯部編『北朝研究.DJ 
O第55号(特集・論著目録稿). 1991年2月15日発行
*闘尾史郎編「吐魯番出土文物関係論著目録(稿)ー 1959"-'1987(含年次未詳)

中文篇/補遺-J
O第56号(特集・吐魯番の歴史と文化V)• 1991年3月1日発行
*祭新狂著/青木 茂・闘尾史郎訳注「吐魯番の歴史と文化J (V) 
*闇尾史郎 rrトゥルファン古写本展J参観記ー「高昌延書四(六二七)年九月仁王般若軽
題記」のことー」

O第57号(特集・吐魯番の歴史と文化問). 1991年3月15日発行
*祭新証著/青木 茂・闘尾史郎訳注「吐魯番の歴史と文化J (羽)
O第58号{特集・唐代領抄文書). 1991年4月1日発行
*闘尾史郎編「中央アジア出土唐代領抄文書一覧J

0第59号(特集・文書閲覧). 1991年4月15日発行
*大谷文書閲覧記録(大谷3615.4033. 4038. 4117. 4156. 3009"-'3014 [4897]. 4904. 4913.橘.
1014[1057].1312.3004.3496.4898[4899].4903.4909.4932) 

O第60号(特集・新著紹介1). 1991年5月1日発行
* 1989年中文論著紹介・ I
新彊首届考古専業人員訓練班「交河故城、寺院及雅爾湖古墓発掘簡報J/林聡明「吐魯
番文書解讃要艶試論J/摩名春「吐魯番出土文書語詞初探J/彰珠「麹氏高昌王国史論
雑談J/王素「麹氏高昌中央行政体制考論」
*荒川正晴 rr古書展に出品された北館文書について」補訂j
O第61号(特集・新著紹介n). 1991年5月15日発行
* 1989年中文論著紹介・ H
謝重光「麹氏高島賦役制度考耕J/楊際平「麹氏高島賦役制度管見J/陳良文「従《高

-4-



昌乙酉、丙戊歳某寺条列月用剤斗帳歴》看高昌寺院経済J/呉震「吐魯番出土高目某寺
月用斜斗帳歴浅説J/醇宗正「以儒学為主体的高昌漢文化J/王素「麹氏高昌暦法初探」

O第62号(特集・新彊文物II) • 1991年6月1日発行
*吐魯番出土文物研究会編 rIi'新彊文物』総目J (II) 
*閥尾史郎「高昌国の侍郎をめぐる諸研究J (上)

0第63号(特集・論著目録稿). 1991年6月15日発行
*闇尾史郎編「吐魯番出土文物関係論著目録(稿)-1990・国内篇一」

*闘尾史郎「高昌国の侍郎をめぐる諸研究J (下・完)

0第64号(研究特集 1) • 1991年7月1日発行
*闘尾史郎「高目「田畝(得・出)銀銭帳jについて一『吐魯番出土文書』剖記(ー0)一」
(上)

O第65号(研究特集II).1991年7月15日発行
*片山章雄「李柏文書 (538B)の冒頭部分一李相文書覚え書(1 )一」

*閥尾史郎「高島「田畝(得・出)銀銭帳」について一『吐魯番出土文書』割記(一0)ーj

(中)

O第66号(特集・第5回大会). 1991年8月1日発行
*第5回吐魯番出土文物研究会大会のご案内

*本会受贈図書・雑誌一覧 (1990.8"-'1991. 7) 
*会員の研究成果(1990.8ー 1991.7)

* Ii'吐魯番出土文物研究会会報.!I (第43号~第66号・別冊)総目次
* 1989年中文論著紹介・皿
菱伯勤「敦短新彊文書所記的唐代“行客"J /呉震「唐庭州西海県之置建与相関問題」

* * * * なおこのほか、本誌第 1号から第50号までと別冊を合冊した、 『吐魯番出土文物研究情報集録ー

吐魯番出土文物研究会会報1-50号一』が、平成2年度科学研究費補助金(総合研究B) “中央ユ
ーラシア諸民族の歴史・文化に関する国際共同研究の企画・立案"の成果報告書の第二冊として、発

行されました(編集:本会、発行者:梅村坦、 1991年3月)。

(以上)

11新著紹介 ml
l・善拍動 f敦雄新謹文書統的唐代“行客..J 
(国家文物局古文献研究室編『出土文献研究続集』北京文物出版社、 1989年12月、277"-'290)

表題に掲げる「行客」は、唐代の編纂史料をはじめ敦短や南彊各地から出土した文書に散見する言

葉で、私見によれば、その存在を如何に解釈するかは、唐の西域経営の本質にかかわる重要な問題で

もあると考えられる。ととろが、意外にもとの言葉を正面から取り上げた専論はなく、乙れまで付随

的に言及されるととが多かった。本論文は、こうした「行客」に関するはじめての専論であり、多く

の出土文書を引用し、それらの分析からとの「行客」が具体的にどのような人々を指すのかを論じて

いる。

本論文は、後論も含めて八節に分かれており、冒頭に手際よくこれまでの研究史を略述する。わが

国の研究論文にも広く眼を通されており、それらの諸見解を踏まえた上で、第二節以降の議論が展開

される。

「
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まず、 「行客」が基本的に「百姓Jに対する用語であることを確認し、さらに「諸色行客」とある

ことから、 「行客」が多様な性格の人々を内包する言葉であることを指摘する。そして、その中に兵

士・商客・農業労働者などが存在することを出土文書から明らかにしている。彼らに共通しているの

は、本籍に付せられた主戸ではなく、本籍を離れた客戸であることであり、 「瀞客」とも「寄客」

非本籍地区に寄住する場合)とも呼ばれる。ただし、あくまでも「行客」は合法的な客籍人民であ

り、公験あるいは過所を保持して各地を移動しており、浮逃の輩では決してない。彼らが税役を主戸

と同様に負担しているととも、公的に認知された存在であることを明示している。また「行客」の前

身として、高呂田時代の「覇人」を想定されておられるのは、著者の新たな見解として注目される。

その結論にいたる具体的な論証の過程は必ずしも明らかではないが、いずれ著者によりその詳細が公

表されるものと期待する。

吐魯番・敦煙およびクチャ出土の文書を活用して到達された著者の結論は概ね妥当と認められ、わ

が国でもすでに中村裕一氏が、著者とほぼ同ーの立場から、 「行客」を簡単に商客と結び付けて考え

るとれまでの傾向を批判されている(r敦埠・吐魯番出土唐代告身四種と制書についてー唐公式令研
究(三)ーJ (Ii"大手前女子大学論集』第10号、 1976年). pp. 150.......1 51、「有鄭館所蔵の唐代軍功公
験に就いてJ (Ii"武庫川女子大学史学研究室報告』第8号、 1988年).pp.52.......55) 0 r行客」に関す
る論議は、今後本論文で提起された見解を基に深められることになろう。 (T)

|斜震「唐庭州問之防相関蜘|

( Ii"新彊社会科学.!I1989年第2期、 95.......106)

『新唐書』巻40地理志には、宝応元年に設置されたとされる、北庭都護府管下の西海県の存在を伝

えている。当県の正体については、史料的な制約もあるために、これまでわずかに松田書男氏の見解

( Ii"古代天山の歴史地理学的研究増補版』東京早稲田大学出版部、 1970年、 pp.309.......310)が知ら

れるのみであった。即ち、松田氏は西海県の前身は、もと鎮城鎮と呼ばれた清海軍(現在のマナスの

地に比定)であり、これが昇格して西海県となった可能性を指摘されている。著者は、この問題につ

いて、近時出土の吐魯番文書を援用し、新たな見解を提出している。

まず二点の吐魯番文書(r塵宣塵元(七六二〉年建午月四日節度使衝梼酉姐文J (73TAM509: 8/26 
(a) )、 「唐庭州西海豚横管状為主箆童僧妄理人事J (73TAM510 : 03) )の検討から、西海県の設置

が宝応の改元以前に求められることを確認し、さらにその設置が、当時の唐蕃抗争の結果、伊西北庭

節度使の治所(使街)が北庭より西州に移される状況に応じたものであり、時期としては上元二(七

六一)年の可能性が大きいことを指摘されている。Ii"新唐書』巻40地理志に宝応元年とあるのは、西
海県設置に対する唐の朝廷の勅許が下りた年であるとされる。その後まもなく、節度使の使衝が北庭

に復すと、乙こ西海県も同時に廃されたと推測する。

またその設置場所については、当時の軍事情勢から判断して、これを破城子(今の塩湖化工場)付

近に求められている。

乙れまで暖昧にされてきた西海県の設置問題を、吐魯番文書と当時の西域情勢の詳細な検討から明

確にされた功績は高く評価される。今後乙の著者の見解を検証してゆく作業が残されているが、安史

の乱後における不透明なトルファン周辺の歴史状況を解明するうえに、現段階では何よりも本論文の

ような着実な史実の蓄積が求められている。 (T)

事務局(連絡先) 干182東京都調布市国領町5ー19-14

荒川正晴方 TEL 0424 (81) 4633 
吐魯番出土文物研究会(TheResearch Society for Turfan Relics) 

-6-




